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目　標 1

施　策 1

事　業 １－１

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
登下校の通学時間帯における市内高校への移動ニーズに対応し、幹線路線については、
朝夕の時間帯において限定したバス停のみに停車する高校直通便の導入を検討します。
これにより、学生の移動手段の確保を図ります。

・高校生の減少に伴い、コミュニティバスの利用も減少傾向にあるが、定期券の売り上げは前年度と同程
度となっている。今後も高校生の減少傾向は続くことから、利用ニーズに応じた運行内容の見直し（車両等
の適正化も含む）により、効率的な運行をしていく必要がある。
・時間帯によっては車内が混雑し、乗り切れない場合があるため、車両の配置などを検討する必要がある。
・家族による送迎が定着する前に、コミュニティバスの利用を定着させる必要がある。

・高校生の移動ニーズに基づき、市内高校への登下校に利用しやすく、効率的な運行内容の見直し検討
を進める。
・家族による送迎から公共交通機関利用へとつなげるため、高校、中学校を通じた働きかけなどを行って
いく。

・コミュニティバスによる通学について周知するため、各地区の中学校を通じて3年生にチラシを配布した。
・市内各高校の最寄りバス停まで運行する「高校通学便」の運行を引き続き行った。
（1）新発田市コミュニティバス：登校…6高校（新発田、新発田商業、新発田農業、新発田南、西新発
田、新発田中央）、下校…2高校（新発田農業、新発田南）
（２）川東コミュニティバス：登校…6高校（新発田、新発田商業、新発田農業、新発田南、西新発田、新
発田中央）、下校…２高校（新発田、新発田商業）

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

市内高校へ通学しやすい運行時間や運行ルートの設定

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－2

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
通院や買い物のため、中心市街地への移動ニーズが高くなっています。利用実態と利用
者ニーズを把握し、通院、買い物に利用できる時間帯とその復路の利用にも配慮した運行
見直しを行います。

・菅谷・加治地区において、利用者からの要望を受け、予約型バスの運行曜日を火、木、土から月、水、
土に変更した。（R5.6.5～）
・五十公野～赤谷地区において、赤谷六軒町線を見直し、令和5年5月から運行を開始した「あかたに路
線」では、通院に配慮した運行ルートにした。
・令和5年11月から運行を開始した「かじかわ路線」では、通常のルート運行のほか、地域内の医院を目的
地とした「地域内通院便」の運行を行った。

・高齢化を背景に、高齢者の移動手段の確保が問題となっている。
・高齢者にとってより利用しやすい運行内容になるよう、運行形態も含め、各地区の公共交通の見直しを
図る必要がある。
・自家用車を運転できなくなった時の将来への不安感はあるが、現在は自家用車で移動しており、なかな
か公共交通の利用につながらない。
・新たに公共交通の運行を開始した地区からの利用が特に少ないため、利用促進や周知を重ねる必要が
ある。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

通院や買い物の往復など利用状況に対応した適切な運行

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

・中心市街地の通院や買い物の目的地となる施設への移動は、あやめバスによってアクセスが確保されて
いることから、あやめバスとの接続を考慮して、コミュニティバス等の運行ダイヤの検討を行う。
・高齢者の通院や買い物ニーズを十分把握し、各地区の公共交通の見直しを進める。
・定路線迂回型の運行方式を、これから公共交通の見直しを行う紫雲寺地域と佐々木地区に展開する。
・乗り方教室の開催やチラシの配布などで利用促進を図り、利用者の増加につなげる。

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－3

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・菅谷・加治地区住民の日常の移動手段となっている新発田市コミュニティバスの運行を
継続していきます。
・菅谷地区は高齢化率が高くなっており、ますます公共交通の必要性が増していくものと考
えられます。新発田市コミュニティバスの運行受託団体であるＮＰＯ法人七葉を通じてバス
の利用状況や住民の移動ニーズを把握し、地域の方が利用しやすい時間帯の設定や
ルートの改善を行います。

・地元で立ち上げたNPO法人七葉に運行業務を委託し、新発田市コミュニティバスの継続運行を行った。
・地域の子どもたちの通学手段を確保するため、スクールバスの運行を行った。
・地域の子どもたちの通学時の安全性を確保するため、一部地域の生徒へのスクールパス交付時期を早
めた。
・通学時のコミュニティバス利用促進のため、中学校を通じて3年生に乗車体験券付きチラシを配布した。

・高校生の移動ニーズに基づき、市内高校への登下校に利用しやすく、効率的な運行内容の見直し検討
を進める。
・家族による送迎から公共交通機関利用へとつなげるため、高校、中学校を通じた働きかけなどを行って
いく。

・手帳提示の利用者数増加に加え、地元高校生の人数減少により、利用料収入が減少しており、今後、
収支の悪化が見込まれることから、利用ニーズに見合った効率的な運行の見直しが必要となっている。
【手帳提示者の利用割合の推移】　H19～21／10％未満　⇒　H22以降増加傾向　⇒　R01／20.4％、
R02／19.6％、R03／17.1％、R04／18.7％、R5／19.3％となっている。
【高校生の利用状況】　R01／153人（前年度比△17人）　⇒　R02／121人（前年度比△32人）　⇒
R03／83人（前年度比△39人）　⇒　R04／69人（前年度比△14人）⇒　R05／69人（前年度比±0人）
となっており、通学便における利用者数の減少が続いている。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

新発田市コミュニティバス（菅谷・加治地区）の継続運行

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 教育総務課

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

随時見直し実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－4

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

・地域住民で構成される川東コミュニティバス検討部会と協議を行いながら、新潟交通観光バス株式会社
に運行業務を委託し、川東コミュニティバスの継続運行を行った。
・川東コミュニティバス検討部会において、高校生の自力通学率を上げるため、中学３年生に回数券と乗り
方案内を配布した。
・通学への混雑を避けるため、運行ダイヤの見直しを図った。
・地域の団体、イベントでのバス利用促進のため説明会やチラシ配布を行った。
・老朽化した中型バス1台を更新し、より安全な運行を行った。

・利用者層が高校生に偏っているため、高齢者等が利用しやすいわかりやすい公共交通となるようにする。
・現在、お盆の期間（8/13～8/16）は運休となっているが、この期間も運行してほしいとの要望があり、検
討する必要がある。

・令和6年度以降の運行については、当面の間現状を維持することとし、地域主体の利用促進に取り組み
ながら毎年度運行の検証を行う。
・平成26年度からの利用実績を踏まえながら、利用実態に見合った効率的な運行内容について、川東コ
ミュニティバス検討部会とともに検討を行う。
・お盆の期間の運行について、実際どれだけのニーズがあり、運行事業者が対応可能なのかなどを確認
し、その是非について検討していく。

取組内容

・川東コミュニティバスの運行については、川東コミュニティバス検討部会において、平成
29年度以降の基本目標や目標値を設定し、利用状況や移動ニーズに応じた時間帯の設
定やルートの改善を行い、「地域の足」として将来へ引き継ぐ運行を維持していくことにして
います。
・高校生の自主通学を進めるため、高校生に対応したパンフレットの作成・配布、定期券の
導入などによりバスをより利用しやすくしていきます。
・高齢者の方々の公共施設や医療機関等への移動手段を確保するため、利用者アン
ケートを実施し、その中で把握した高齢者のニーズに対応した運行時間帯やルートの見直
しを行います。また、わかりやすい時刻表の作成などを行います。
・川東コミュニティバス検討部会と一緒になり利用促進事業を行います。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

川東コミュニティバスの継続運行

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 教育総務課

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

毎年度検証・見直しを行う 継続又は見直し



目　標 1

施　策 1

事　業 １－5

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・東中学校区を運行している新谷線、東赤谷線は、小中学生の通学に利用されています。
平成30年4月の東小学校の開校に向け、学校統合後の通学に利用しやすいよう地域の方
や交通事業者と検討協議を行い、経路の変更やダイヤの見直しを実施します。
・東中学校区公共交通・通学支援検討委員会を中心として、東中学校区の公共交通の確
保に向けた協議・意見交換を継続して行います。

・五十公野～赤谷地区では、「あかたに路線」の運行内容が浸透していないため、住民への周知を十分に
行った利用促進を図る必要がある。
・松浦地区では、高校生の公共交通利用率が低い。

・「あかたに路線」で新たに公共交通の運行がされたエリアを中心に、乗り方教室の開催などを行う。
・高校生に対してチラシを配布するなどして利用促進を図る。

【五十公野～赤谷地区】
・赤谷六軒町線を見直し、令和5年5月から「あかたに路線」の運行を開始。
・あかたに路線の運行地区を対象に、利用促進チラシ及び1回乗車体験券を配布。（R5.11）
・中学３年生に高校通学に向けた1回乗車体験券付きのチラシを配布。（R6.2）
・高校生の部活帰りの利用を見込んだ第6便の実証運行を実施。（R6.1.9～3.25）
【松浦地区】
・デマンド乗合タクシーの運行を継続。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

東中学校区の公共交通の見直し

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 教育総務課

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

優先的に検討・実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－6

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

・バス利用者が減少し、収支状況の更なる悪化が懸念される中、既存のコミュニティバス路線についても、
利用ニーズに見合った効率的な運行内容等への見直しが必要となっている。
・自家用車が運転できることを理由に、公共交通の必要性が低い地域が多いのが実態だが、高齢化が進行
する中、将来的な動向等を見据え、各地区の見直しを進めていく必要がある。
・公共交通の整備にあわせて、「地域で地域の公共交通を守る」という意識を醸成していく必要がある。

・紫雲寺地域で新たな公共交通の運行を開始する。
・佐々木地区において公共交通の見直しに向けた検討を行う。

取組内容

・「見直し・整備の進め方」に基づき見直しを進めます。
・公共交通空白域拡大や地域内交通が必要な地域において、地域住民で構成される組織
を設置し、地域主体で取り組む交通サービスの検討を行います。
・住民で構成される検討組織とともに、既存の鉄道や路線バスの活用、地域が運行主体の
コミュニティバスやデマンド交通の導入等により、公共交通の見直しを進めていきます。
・「小・中学校の望ましい教育環境に関する教育方針」に基づき、地域との協議において学
校統合の検討が進む地区については、児童・生徒の安全安心な通学環境を確保するた
め、各地域の公共交通等の実情を踏まえ、通学支援を含めた最も効率的で利便性の高い
公共交通の見直し、整備を地域とともに検討していきます。
・サービスの向上や利用者の拡大を検討するなど、地域主体の公共交通の維持・運営を図
ります。

【市街地循環バス】
・外回り8:19営業所発の便を平日のみから毎日運行に変更した。
・JRダイヤ改正に合わせ、11:29営業所発の便を5分繰り上げた。
【菅谷・加治地区】
・予約型バスの運行曜日を火、木、土から月、水、土に変更した。（R5.6.5～）
【五十公野～赤谷地区】
・赤谷六軒町線を見直し、令和5年5月から「あかたに路線」の運行を開始した。
【松浦地区】
・冬期間の運行の安全確保のため、「見城地蔵様前」停留所を予約制に変更した。（R6.1.4～3.1）
【豊浦地区】
・運行の効率化を図り、滝沢、興野の運行ルートを変更した。
【加治川地域】
・新たな公共交通として、令和5年11月から「かじかわ路線」の運行を開始した。
【紫雲寺地域】
・新潟交通観光バスが運行している金竜橋線を見直しのため検討会議を実施した。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

各地区の公共交通の見直し

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 教育総務課

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

随時実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－7

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・コミュニティバスの運行においては、利便性と採算性のバランスの取れた持続可能性が
求められています。市民負担の公平性の観点や民間路線バスの運賃体系を考慮し、運賃
制度の見直し検討を行います。

・現行の運賃を継続
【市内コミュニティバス】地域内⇔地域内　100円、地域内⇔地域外　200円　※手帳提示で無料
【デマンド交通】地域内⇔地域内　200円、地域内⇔地域外　300円　※手帳提示で半額

・路線バスとコミュニティバスの運賃格差について、地域から是正の要望があるが、廃止代替路線は令和7
年度中にすべて市の委託路線に切り替えを行う予定である。
・運行経費は増加傾向にあり、それに伴い財政負担も増加している。
・利用実態及び収支状況等をみながら運行内容や運賃の見直しを行う必要があるが、統一的な収支に係
る見直し基準がない。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

コミュニティバス運賃の見直し

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

・既存のコミュニティバス路線を効率的な運行に見直しを図り、利用状況等の推移をみながら、コミュニティ
バス等を維持していくため、必要に応じて運賃の見直し検討を行う。

コミュニティバスの検証・見直しに応じて検討



目　標 1

施　策 1

事　業 １－8

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・中心交通拠点である新発田駅から距離が離れている地域では、路線バスの運賃が高く、
定期的に通院等でバスを利用する高齢者にとって経済的な負担が大きくなっているのに加
え、高校生の自主通学を阻む原因ともなっています。また、公共交通の見直しを行い、コ
ミュニティバスを導入している地域との間で運賃格差が生じています。そのため、市街地中
心部から離れた地域の高齢者や高校生が日常的にバスを利用しやすいよう運賃の割引
制度の検討を行います。
・障がい者の社会参加を促進するため、路線バス運賃の割引とあやめバス、新発田市コ
ミュニティバス、川東コミュニティバス運賃の無料化を引き続き実施します。

【障がい者割引運賃】
・あやめバス、新発田市コミュニティバス、川東コミュニティバス運賃の無料化を実施した（継続）。
・そのほかの地域の公共交通（まつうら号、本田・天王号、中浦・荒橋号、あかたに号、かじかわ号）では、
路線バス運賃の割引制度を下回らないよう利用料金を半額とした（継続）。
≪路線バス運賃の割引制度≫　障害者手帳所持者　本人　割引率５０％　ほか

※高校生や高齢者の割引制度及びコミュニティバスと路線バス運賃の格差是正については、各地区の公共交通の見直しを最優
先としていることから具体的な検討は行えていない。

・コミュニティバスについては、高校生の減少に伴い収入が減少傾向にある一方で、手帳提示による利用
が増えており、今後収支の悪化が見込まれる。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

高校生や高齢者への運賃割引制度の検討と障がい者割引運賃の実施

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 社会福祉課、高齢福祉課

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

・バスの運行を将来にわたって維持していくためには、採算性、収支バランスを考慮した運賃設定も重要と
なっており、［事業1－7　コミュニティバス運賃の見直し］とあわせて、検討を進めていく。

随時実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－9

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 地域安全課

担当者 樋口　奈那

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

高齢者運転免許証返納支援事業の継続実施

取組内容
・高齢者が自家用車からバスへと交通手段を転換することは、高齢者事故防止等の観点
から重要であることから、高齢者運転免許証返納支援事業を引き続き行います。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

　平成25年4月1日以降に運転免許証を自主返納または更新しないで失効した65歳以上の方を対象に、
下記の①～⑤のいずれか（5,000円相当）を支援した。
①コミュニティバス回数利用券             39件
②路線バス回数券 　　　                      2件
③いきいきスタンプお買物券　　　　　　  113件
④タクシー券 　                              122件
⑤運転経歴証明書発行手数料及び
写真代相当額の支援金（R4年度開始）     1件　　　　　　　計277件

感謝状（R2年度開始）※希望者のみ　　　 96件

取組における課題等

　令和６年４月より対象者の拡充を実施したことで、支援の需要が多様化することが考えられるた
め、運転に不安を感じている方が、より多く免許証を返納しやすいような支援内容に見直す必要がある。

今後の取組の方向性

　高齢者に限らず、年齢や病気などの理由で運転に不安を抱えている方々が運転免許証を返納するきっ
かけづくりとして、今後も事業を継続して実施するとともに、交通事故防止及び減少を図り、警察署や免許
センターと連携した周知活動や高齢者の交通安全教室、広報しばた等での周知を引き続き行う。

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－10

　※具体的に記載してください。

【通年支援】

【冬期支援】

年度 Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５ R０６

計画

連携課等 地域整備課、維持管理課

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 教育総務課

担当者 小林　裕児

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

スクールバスの運行と定期券の購入補助

取組内容
・小・中学生が安心安全に通学できるよう、新発田市通学支援基準に基づきスクールバス
の運行や定期券の購入補助を進めていきます。

スクールバス(事業者委託)
佐々木小学校、紫雲寺小学校、米子小学校、東中学校、佐々木中学校、紫雲寺中
学校、加治川中学校

令和5年度取組実績

市スクールバス 二葉小学校、東小学校、佐々木小学校、加治川小学校

スクールバス(事業者委託) 東小学校、豊浦小学校、東中学校

定期券購入補助 なし
コミュニティバスのスクールパス
発行 川東小学校、七葉小学校、七葉中学校

市スクールバス 二葉小学校、七葉小学校、佐々木小学校、加治川小学校、佐々木中学校

定期券購入補助 紫雲寺中学校
コミュニティバスのスクールパス
発行 川東小学校、七葉小学校、川東中学校、七葉中学校

PTA運行バスへの補助 豊浦中学校

実施スケジュール

タクシー借上 七葉小学校

取組における課題等

・バス乗降場所の安全確保のため、道路管理者等と連携を図り、より安全な乗降場所の確保に繋げていく
必要がある。
・冬期間の除雪対応についても、道路管理者等との連携を図りつつ、乗降場所の除雪や降雪等による遅
延の際の対応など、学校・地域・PTAとの協力連絡体制の強化を図っていく必要がある。

今後の取組の方向性

　「新発田市地域公共交通整備の方向性」が見直しされたことに伴い、望ましい教育環境の実現による、
新たな学校統合に伴う通学支援については、公共交通とは別に、スクールバスの単独運行の方向で検討
する。

随時実施



目　標 1

施　策 1

事　業 １－11

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・廃止代替路線バスは、収支の悪化等により、施策上必要と認めたものに限り、市が運行
補助をし、路線の維持を行っています。近年、利用者数が減少し、必要とされる公共交通
に変化が生じていることから、その必要性や今後のあり方について路線ごとに検証し、交通
事業者と運行について検討・協議を行いながら改善していきます。

・五十公野～赤谷地区では、赤谷六軒町線を見直し、令和5年5月から「あかたに路線」の運行を開始し
た。
・紫雲寺地域では、藤塚浜・金竜橋線を見直しに向け検討会議を開催し、「しうんじ路線」の運行内容を確
立、令和6年5月に運行開始予定となっている。

・事業者路線の今後の運行について事業者と十分対話し、市全体の交通ネットワーク整備の方向性を検
討していく必要がある。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

地域や利用者の移動ニーズに対応する移動手段の確保

廃止代替路線の検討、見直し

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

・令和７年度には佐々木地区の飯島線の見直しを行うため、地元の自治会長や市議会議員（相談役）で
構成された検討会議を重ねる。

各地区の公共交通の見直しにあわせて検討・見直しを行う



目　標 1

施　策 2

事　業 2-1

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・高校への通学を中心に、市外へ行くための地域から駅へ向かう移動ニーズや、駅から市
内の目的地へ向かう移動ニーズがあり、市内外の移動の円滑化のためには、鉄道との乗
継ぎを考慮したバスのダイヤ設定が必要となっています。
・鉄道のダイヤ改正に併せ、あやめバス、コミュニティバス、路線バスのダイヤ改正を行い、
鉄道との乗継ぎが可能な運行便の設定や待合時間の短縮を図ります。

・令和６年３月に行われたJR東日本のダイヤ改正に合わせ、あやめバス、コミュニティバスと鉄道との乗継
ぎの影響を確認し、あやめバス、菅谷・加治コミュニティバスの運行ダイヤを改正した。

・朝夕の通勤・通学時間帯において、鉄道への乗継ぎニーズがある。

・鉄道のダイヤ改正に応じ、コミュニティバスの運行ダイヤの見直しが必要かどうか検討し、鉄道との乗継ぎ
が可能となるよう見直しを行う。
・動態調査などの結果から、各駅における乗継ぎのニーズを把握する。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

多様な公共交通の連携による公共交通ネットワークの整備

鉄道との接続を考慮したあやめバス、コミュニティバス、路線バスのダイヤ改正

令和5年度取組実績

担当課等 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

鉄道のダイヤ改正に応じて実施鉄道のダイヤ改正に応じて実施



目　標 1

施　策 2

事　業 2－2

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・地域から市街地内の各施設へ移動するには、コミュニティバスや路線バスとあやめバスと
の乗継ぎが必要となっていることから、各バス路線の相互の乗継ぎに配慮したダイヤ設定
を行い、待合時間の短縮を図ります。

・結節点である新発田駅における乗継ぎの点検を行い、あやめバスとの乗継ぎを考慮して、菅谷・加治コ
ミュニティバスの運行ダイヤを改正した。

・あやめバスとコミュニティバス・路線バスは新発田駅でネットワークが結節しているが、一部の便では、乗
継ぎの待合時間が長く、乗継ぎの利便性が低い状況にある。

・コミュニティバスの時刻表改正や各地区の公共交通の見直しにおいては、新発田駅又は西新発田駅に
おいて、あやめバスとの乗継ぎが可能なダイヤ設定を検討する。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

多様な公共交通の連携による公共交通ネットワークの整備

あやめバスとの接続を考慮したコミュニティバス、路線バスのダイヤ設定

令和5年度取組実績

担当課等 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

バス路線の見直しに応じて実施バス路線の見直しに応じて実施



目　標 1

施　策 2

事　業 2－3

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・路線バスやコミュニティバスを乗り継いで通学する高校生や観光施設等を訪れる観光客
などの移動の円滑化を図るため、地域間の移動ニーズに配慮し、相互の乗継ぎを考慮し
たバス路線のダイヤ設定を検討します。

・菅谷・加治コミュニティバスでは「七葉中学校前」バス停、川東コミュニティバスでは「川東小学校」バス停
をコミュニティバス同士の乗継拠点として設定し、乗継ぎが可能なダイヤを設定している（継続）。

・各コミュティバスは、市街地循環バスやJRとの乗継ぎを考慮してダイヤ設定をしているが、路線バスなど
全ての乗継ぎに対応することは難しい。

・コミュニティバスや路線バスのうち広域的な移動を担う路線、沿線に利用者の多い施設が立地する路線
については、その利用者の移動ニーズに応じて、コミュニティバスや路線バス同士の乗継ぎが可能か検討
する。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

多様な公共交通の連携による公共交通ネットワークの整備

地域をつなぐコミュニティバスや路線バス同士のダイヤ設定

令和5年度取組実績

担当課等 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

バス路線の見直しに応じて実施バス路線の見直しに応じて実施



目　標 1

施　策 2

事　業 2－4

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等 観光振興課、商工振興課、農林水産課

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 みらい創造課

担当者 髙橋　晶子

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

多様な公共交通の連携による公共交通ネットワークの整備

利便性向上に向けた鉄道事業者への改善要望活動の実施

取組内容
・鉄道との乗継ぎ利便性の向上のため、鉄道事業者への改善要望活動を継続して行いま
す。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

○新潟県鉄道整備促進協議会
　・ダイヤ改正時に、事前に情報提供を受けられるよう、ＪＲ東日本本社に対し要望活動を実施。3月のダ
イヤ改正にあわせ、事前に情報提供を受けている。
　・公共交通利用者の乗継ぎ環境の利便性向上を図るため、利用者が多い新発田駅及び西新発田駅の
待合環境の確保についてJR東日本本社に対し要望活動を実施した。

取組における課題等

　市街地循環バスやコミュニティバスのダイヤ見直しに当たっては、白新線・羽越本線のダイヤ等を考慮
し、電車やバス等への乗り継ぎを円滑にする必要がある。

今後の取組の方向性

　ＪＲ東日本本社から事前の情報提供を受けられるよう要望を継続するとともに、「事業6-4 羽越本線の
高速化に向けた要望活動の実施やシンポジウムの開催支援」と併せて、協議会事務局（新潟県）に対して
要望内容の提案などの働きかけを行う。

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 3

事　業 3－１

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・バス利用が少ない理由として「雨雪の中でのバス待ち」が挙げられており、待合環境の改
善が課題となっています。バス利用者の利便性向上のため、バス待合所等設置事業補助
金制度により、自治会が行うバス待合所の設置、増改築、改修又は修繕に係る対象経費
の一部を補助していきます。また、補助金の対象となっていないベンチなどの設置要望も
多いことから、補助金制度の見直しを検討します。
・中心市街地においては、待合所を設置するスペース等がないことから、バス停付近の事
業者等の協力により待合環境の充実を図ります。

・バス利用者の利便性を向上するため、バス待合所等設置補助金制度により、自治会等が行うバス待合
所の設置に係る対象経費の一部を補助した。
【実績】改修１件　興野バス待合所

・翌年度の補助制度の活用について、市内の全自治会等に対し意向確認を実施した。

・補助対象経費の拡大や補助を希望する自治会の増加に伴い、財政負担の増加が懸念される。
・中心市街地を運行する市街地循環バス路線沿線では、ベンチや風除けの設置など、待合環境の改善を
望む声がある。
・待合所の設置が難しい中心市街地については、事業者等に待合スペースの提供やベンチの設置などの
取組に協力してもらえるような仕組みづくりを検討する必要がある。

・周辺地区を中心に現行の補助制度による自治会等の待合所等設置推進を継続して実施する。
・買い物や通院の移動手段として、市街地循環バスをより利用しやすくするため、利用者の多い停留所へ
の待合所やベンチの設置など、待合環境の整備を検討する。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

バス待合所の設置推進とバス待合所等設置事業補助金制度の見直しの検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 商工振興課

取組における課題等

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 3

事　業 3－2

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・路線バスの多くは、乗降ステップの段差が大きく、高齢者等がバスを利用する際の大きな
障害となっています。高齢者等に配慮し、交通事業者と連携、協力を図りながら乗降しや
すい低床型車両の導入や更新を随時行います。
・また、地域内路線等への導入に当たっては、利用状況や道路状況に応じた車両選定を
行います。

【松浦地区デマンド乗合タクシー、豊浦地域公共交通】
・高齢化に対応するため、バス車両では入ることができなかった集落内を運行できるようワゴン車両による
運行を行った（継続）。
【地域内フィーダー系統確保維持計画】
・川東コミュニティバスにおいて、老朽化したバス車両を新車中型バスに入れ替えた。。
【生活交通改善事業計画】
・老朽化した福祉タクシーを1台入れ替えた。（株式会社下越タクシー）

・障害者手帳を提示した利用者数は増加しており、障がい者や高齢者をはじめ、誰もが乗りやすい車両の
選定が必要となっている。

・バス入替においては、バリアフリー法に適合した車両を選定する。
・バス入替においては、利用実態や道路状況等に応じた適正な規模の車両とし、財政負担も考慮しながら
計画的な入替を行う。
・令和6年度に株式会社下越タクシーが福祉タクシー車両１台を入れ替え予定。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

バリアフリー車両の導入促進と導入車両の検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 3

事　業 3－3

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・新発田市役所（ヨリネスしばた）や新発田駅前複合施設（イクネスしばた）では、施設内の
デジタルサイネージを活用し、あやめバスの運行情報を発信しています。引き続き情報発
信を行い、バス利用者の不安感の解消や利便性の向上を図ります。

・前年度に引き続き、新発田市役所（ヨリネスしばた）と新発田駅前複合施設（イクネスしばた）のデジタル
サイネージに、「バスどこ？」ホームページを表示させることにより、バスの運行情報の情報を発信した。
・「バスどこ？」ホームページの編集機能を活用し、随時、バスの遅延や代車運行などの情報を発信した。
・事業者と業務委託をして、あやめバス車内に広告モニターを設置し、行政情報や企業広告を掲載した。

・デジタルサイネージによる運行情報の発信を行っている施設が限られている。

・デジタルサイネージの活用を継続する。
・「バスどこ？」ホームページを活用し、運行情報発信の充実を図る。
・バス広告モニターで企業広告、行政情報を掲載して利用者への情報提供を行う。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

市内公共施設と連携したデジタルサイネージを活用した情報発信

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等 総務課、新発田駅前複合施設

取組における課題等

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 3

事　業 3－4

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・バスは渋滞や天候等の影響により遅延が生じやすいことから、バス待ち時の不安の解消
を図るため、あやめバス路線を対象として、バスの現在位置をホームページに表示する「バ
スどこ？」による情報発信を実施しています。更なる利便性の向上と不安の解消を図るた
め、対象路線の拡大や時刻表の検索機能の付加といった「バスどこ？」のシステムの再構
築を検討します。

・前年度に引き続き、「バスどこ？」による情報発信を行った。
・「バスどこ？」ホームページの編集機能を活用し、随時、バスの遅延や代車運行などの情報を発信した。
・あかたに路線、かじかわ路線への「バスどこ？」拡大を行った。
・しうんじ路線への「バスどこ？」拡大に向け、準備を進めた。

・運行時の振動等で機器に不具合が生じることがあり、機器の改良等が必要となっている。
・遅延や回送等の車両の運行状況を表示していないため、分かりにくいという意見がある。
・対象路線の拡大や新規機能の付加に当たっては、期待される効果や費用、財政支援制度の活用の検
討が必要である。

・現行の取組を継続するが、「バスどこ？」システムの機能改善や更新も含めて検討する。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

「バスどこ？」の対象路線拡大とシステムの再構築

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

バス路線の見直しにあわせて対象地域の拡大を検討バス路線の見直しにあわせて対象地域の拡大を検討



目　標 1

施　策 3

事　業 3－5

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・バスを利用しない理由として「時刻表や運行ルート等がわからない」という意見が多くある
ことから、バスや鉄道を含めた地域全体の公共交通を対象とし、それぞれの時刻表や運行
ルート、運賃、乗継ぎ等の情報をわかりやすく紹介する「公共交通ガイドマップ」やバス停の
案内表示の作成を行います。

・標準的なバス情報フォーマットに基づくバス情報を経路探索事業者へ提供し、経路探索サービスにおい
て、市街地循環バス、川東コミュニティバス、菅谷・加治コミュニティバスの経路探索が可能となっている。
・住民からの問い合わせに応じてマイ時刻表を作成した。

・各地区の公共交通の見直しや既存のコミュニティバスの運行内容の見直し検討の状況に応じて、市内全
域を対象とする総合的なガイドマップの作成を検討する必要がある。

・市内全域を対象とする総合的なガイドマップの作成については、各地区の見直しやコミュニティバスの運
行内容の変更の時期を踏まえ検討する。
・当面の間は、各地区のコミュニティバス・路線バスとあやめバスの乗継ぎを紹介するなど、各地区に応じ
た利用ガイドを発行していく。
・経路探索サイトにコミュニティバスの情報データを掲載し、バス利用者の利便性向上を図る。
・利用者の状況に合わせたマイ時刻表を作成することで、乗り方の不安を解消し、利用につなげる。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

バス停案内表示の充実と公共交通ガイドマップの作成

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

バス路線の見直しにあわせて実施バス路線の見直しにあわせて実施



目　標 1

施　策 3

事　業 3－6

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・「乗り方がわからない」「乗継ぎ方法がわからない」といった不安がバスを利用しない要因
の一つとなっています。そのため、乗り方教室を開催し、公共交通の魅力や必要性、乗り方
など日常生活の中で公共交通について考える場を提供することで、公共交通の利用促進
を図ります。

・中浦・荒橋号はまだ利用が定着しておらず、今後も乗り方教室を実施して利用者の増加を図る必要があ
る。
・令和5年度に運行を開始した、あかたに号、かじかわ号は、乗り方教室を実施して利用者の定着を図って
いく必要がある。
・乗り方教室の参加によりコミュニティバス等の定期的な利用につながったのか効果を検証する必要があ
る。

【川東コミュニティバス】
・老人クラブやコミュニティバス検討部会と連携し、あやめバスの乗り方教室も含めた内容で計画、実施す
る。
【まつうら号、あかたに号、かじかわ号】
・区長会や集落支援員と連携し、あやめバスの乗り方教室も含めた内容で計画、実施する。
【本田・天王号、中浦・荒橋号】
・豊浦地域公共交通検討委員会と連携し、あやめバスの乗り方教室も含めた内容で計画、実施する。

【乗り方教室】
・5月29日　　赤谷地区（あかたに号）
・11月24日　滝沢地区（中浦・荒橋号）
・11月27日　興野地区（中浦・荒橋号）
・3月15日　　下横岡地区（かじかわ号）
【乗り方説明会】
・5月11日　　赤谷地区（あかたに号）
・5月31日　　滝谷新田地区（あかたに号）
・6月22日　　二王子学級（川東コミュニティバス）

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

地域主催の乗り方教室の開催

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

随時実施随時実施



目　標 1

施　策 3

事　業 3－7

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画
（R01見直し）

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・交通系ＩＣカード（Ｓｕｉｃａ等）は、小銭の用意等が不要となり支払いがスムーズになること
や、乗降データの収集による詳細な利用実態の把握が期待できることから、車両の入替に
併せてシステムの導入を検討します。

・令和4年2月から新発田市独自のキャッシュレス決済システム「バスどこPay」を運用している。
　【利用可能路線】　市内コミュニティバス全路線
　新発田市役所や観光協会などの窓口で、現金チャージをするプリペイド方式。
　ICカードとWebアプリの2種類で運用。
・利用促進の一環として、「バスどこPay」について周知するチラシを配布した。
・令和5年度に新たに運行を開始した、あかたに号、かじかわ号にもシステムを拡大した。

・利用者全体に対し、キャッシュレス決済の利用者が少なく、あまり利用者が増えていない。
　【バス総収入に占めるキャッシュレス決済システムの割合】　R3：1.6%、R4：2.0%、R5：2.7%
・通信状況により時折決済ができない場合があり、安定性に欠ける面がある。
・チャージ方法が現金のみ、かつ、窓口が限定されているため利便性が悪い。

・利用者を増やすため、周知を徹底していく。
・システムの安定性を高め、利便性を向上させるため、現行のキャッシュレス決済システムを見直し、新た
なキャッシュレス決済システムの導入を含めて検討する。

計画の位置付け

地域特性に応じた使いやすく、わかりやすい公共交通

公共交通を利用しやすい環境の整備

ＩＣカード導入の検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

各地区の公共交通の見直し状況に応じて検討



目　標 2

施　策 4

事　業 4－１

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ３０ Ｈ３１ R０２ R０３ R０４ R０５ R０６

計画
(R03見直し)

見直し後

連携課等 全課等

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 環境衛生課

担当者 細野　勇輔

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

ノーマイカーデーの周知・啓発

取組内容
・ノーマイカーデー等の周知・啓発により、公共交通利用のきっかけを作り、自家用車から
公共交通機関への利用を促すとともに、環境負荷の低減につなげます。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

　毎月第1、第3金曜日に、自ら運転する自動車以外の通勤（相乗り、バス、自転車、徒歩等）を啓発し、
二酸化炭素等の温室効果ガスの排出抑制を促し、地球温暖化抑制に寄与した。

取組における課題等

通勤距離4km以上の実施者割合が低い傾向にある。
通勤距離が4km未満の職員は、自転車や徒歩での通勤を実施しやすいのに対して、通勤距離が4km以上
の多くの職員は、公共交通機関の利用が必要となり、普段からバスや電車を利用しない職員にとって通勤
手段の変化に対するハードルが高いことが考えられる。
【R5年度】通勤距離4km以上平均：5.5％ 4km未満平均：30.2％　全体：16.8％
【R4年度】通勤距離4km以上平均：5.4％ 4km未満平均：25.4％　全体：14.7％

今後の取組の方向性

ノーマイカーデーの週の水曜日には、インフォメーションを通じて事前の周知を行う。
ノーマイカーデーの実施日には、インフォメーションを通じて啓発を行う。
地球温暖化対策実行計画に基づく啓発を適宜実施する。

実施 休止 実施



目　標 2

施　策 4

事　業 4－2

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

渋谷　直樹

連携課等 商工振興課、観光振興課

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・公共交通の活性化により中心市街地や地域に人の流れを生み出すため、地域の商店
街・商業施設や市内観光施設と連携し、公共交通によるアクセス方法の周知や時刻表の
設置、バス回数券の贈呈といった、利便性の向上や利用促進を図る取組を検討します。

・商業施設や運行ルート沿いにある薬局などにあやめバスの時刻表を設置した（継続）。

・公共交通機関利用に不安を感じている高齢者等が多くいることから、周辺地区からまちなかへの人の流
れを作り、安心してまちなかで買い物等ができるよう、従前の時刻表設置場所以外で設置効果がある場所
を検討し、簡単な乗り方案内ができるような協力体制を築いていく必要がある。

・商店街や商業施設、市内観光施設との連携の可能性について検討を進める。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

商店街等と連携した取組の検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

あやめバスの検証・見直しに応じて検討



目　標 2

施　策 4

事　業 4－3

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・公共交通の維持に向けて収入を確保するとともに、情報発信手段として地域によるバス
の活用を推進するため、音声広告や車内・車外広告の募集を引き続き行います。また、バ
ス停名に施設・店舗名等を付けるネーミングライツの検討を行います。

・広報しばた及び市ホームページで車内・車外の広告募集を行った。
令和5年度掲載実績
（新発田市コミュニティバス車両（菅谷・加治地区））
　車外広告：継続4件、新規1件　車内広告：継続1件
（市街地循環（あやめ）バス）
　車外広告：継続 2件

【車内・車外広告の募集】
・新発田市コミュニティバス（菅谷・加治地区）車両一部の数枠については、掲載スペースに空きがあり、運
賃収入が減少傾向にある中、運行に係る財源を確保するため、新規掲載への働きかけが必要である。
・市街地循環（あやめ）バスの車内広告は、令和4年度途中で掲載がなくなったため、新たな広告の募集を
継続する必要がある。

【車内・車外広告の募集】
・収入確保のため、引き続き、音声広告や車内・車外広告の募集を行う。
・広報しばた及び市ホームページのほか、市内事業者等に個別に働きかけを行う。
・他市の状況等を把握し、広告掲載料の見直しについて検討を進める。
【ネーミングライツ】
・ネーミングライツの有効性などについて検証するなど、引き続き検討を行う。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

車内・車外広告の募集やバス停のネーミングライツの検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

随時実施（ネーミングライツは車内・車外広告の募集状況に応じて検討）随時実施（ネーミングライツは車内・車外広告の募集状況に応じて検討）



目　標 2

施　策 4

事　業 4－4

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・地域公共交通の検討、維持を担う住民組織の構築を支援します。
・住民組織の主体的な活動を支援します。

・地域が主体となって取組が進められるよう「地域で地域の公共交通を守る」という意識の醸成が必要であ
る。

・検討組織の活動を通じて、これまで以上に地域主体の取組が進められるよう、引き続き活動を支援して
いく。

【菅谷・加治地区】NPO法人七葉／理事会や総会における利用状況等の資料提供を行った。利用者から
の要望を受け、NPO法人七葉を母体にした検討組織と協議し、予約型バスの運行曜日を火、木、土から
月、水、土に変更した。
【川東地区】川東コミュニティバス検討部会／運行内容等の検討を行う会議開催や利用促進などの活動
支援を行った。
【松浦地区】公共交通の利用促進を地域主体で取り組んでもらうことを目的に、区長会に公共交通部会を
設置した。
【豊浦地域】豊浦地域公共交通検討委員会／運行内容等の検討を行う会議開催や利用促進などの活
動支援を行った。
【五十公野～赤谷地区】各地区から選出した検討会議メンバーにより、令和5年5月から運行開始した「あ
かたに路線」の運行見直しのため、9月に検討会議を行った。
【加治川地域】各地区から選出した検討会議メンバーにより検討会議を行い、令和5年11月から「かじかわ
路線」の運行を開始した。
【紫雲寺地域】各地区から検討会議メンバーを選出し、藤塚浜・金竜橋線の見直しを図る検討会議を行っ
た。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

地域住民の主体的な組織づくりや活動の支援

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

地域住民の意向に応じて実施



目　標 2

施　策 4

事　業 4－5

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画
（R01見直し）

渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・公共交通の課題を抱える地区では、課題解決に向けた取組の進め方が地区住民に十分
に理解されていないことや、一部の住民にしか共有されていないことから、地区全体での主
体的な活動につながっていかない状況がみられます。
・住民の主体的な公共交通の検討、維持、運営等の活動を支援するため、行政と地域住
民の役割分担を明確にし、具体的な取組の手順を示した住民向けの冊子を発行します。

未実施

各地区の見直しやコミュニティバスの運行内容の変更の時期を踏まえて手引きの発行を検討する。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

公共交通の手引きの発行

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

優先的に検討



目　標 2

施　策 4

事　業 4－6

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・公共交通の必要性やあり方を考えるきっかけづくりや公共交通利用者の拡大に向け、各
種イベントでの車両展示やパンフレットの配布、ホームページでの情報発信等により利用促
進や意識啓発を図る周知活動を行います。

・公共交通を利用したいと考えているものの、公共交通の利用に至っていない方もいることから、その要因
を把握し、適切な情報提供や利用の働きかけを行うことが必要となっている。

・ホームページ等を活用した情報発信においては、時刻表や系統図などの運行内容に加え、運行状況や
乗り方に関する記載など、利用しやすい環境につながる情報の充実を図る。
・各種イベントなどでのPR活動においては、実際の利用につながるような情報提供や、将来の利用を見据
えたPRや家族での利用を意識してもらえるような企画内容の工夫を行う。

・サマーフェスティバルでコミュニティバス車両を展示し、子ども向けに運転席乗車体験を行うなど家族で
公共交通がより身近に感じられるような取組を実施した。
・市内において運行している各種バスの利用促進に関するチラシを中学3年生に配布するなどの利用促進
を図った。
・前年度に引き続き、各種コミュニティバス、路線バスの時刻表をホームページに掲載した。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

各種イベントやホームページ等の活用による利用促進・意識啓発

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

随時実施随時実施



目　標 2

施　策 4

事　業 4－7

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・将来にわたる公共交通の維持確保に向け、市民が公共交通を応援できる仕組みを整え
るため、地域の事業者や個人による協賛や支援活動等を行うサポーター制度を構築しま
す。

・車両への企業広告を募集し、その広告費を運行費の一部に充当している。

・今後も企業からの協力をいただけるか不透明である。

・今後も事業を継続できるよう企業に働きかける。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

サポーター制度の構築

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

地域住民の組織づくりや活動に応じて検討



目　標 2

施　策 4

事　業 4－8

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・公共交通は、通学をはじめとした学生の移動手段として利用の拡大が期待されることか
ら、効果的な利用促進を行うため、学校における公共交通の情報発信や、学生の視点を
取り入れた取組の検討など、高校・大学との連携による利用促進活動を実施します。

・市内の各高校に協力いただき、新入生に向けてバス通学便を紹介するパンフレットを配布した。
・新発田中央高校、新発田商業高校、新発田高校では、公共交通に係る情報を掲示するコーナーを設置
し、公共交通の利用促進に協力いただいている。
・大学生のインターンシップ受入れにおいて、通学等における公共交通の利用促進策について検討を行っ
た。

・インターンシップ受入れの機会を活用し、利用促進策に係る検討は行うものの、具体化にまでは至ってい
ない。

・市内の中学3年生に高校通学の際のバス利用に向けたチラシを配布し、利用促進を図る。
・高校や大学のインターンシップ受け入れの機会を活用し、学生の視点を取り入れたバスの利用促進策の
検討を進める。

計画の位置付け

地域とともにつくり、支える、持続可能な公共交通

地域全体で公共交通を支える基盤づくり

高校・大学と連携した利用促進活動

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者

随時実施随時実施



目　標 3

施　策 5

事　業 5－１

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・市街地内の移動手段の確保や回遊性の向上を図るため、公共施設や商業施設、医療
機関等を結び、市街地を循環するあやめバスの運行を継続します。
・あやめバスの利用が減少傾向にある要因として、移動ニーズと運行内容の不一致が考え
られることから、施設の立地状況や移動ニーズ調査を踏まえ、市街地内への通学や買い
物、通院の移動に応じた運行ダイヤの改正やルート変更を検討します。

・新潟交通観光バス株式会社に運行業務を委託し、あやめバスの継続運行を行った。
・バスの乗降方法、行先が見やすくなるように時刻表を修正した。
・JRのダイヤ改正に合わせ、あやめバスの運行ダイヤを改正した。

あやめバスの利用者数については、コロナ禍前の水準に戻っていない。あやめバスは中心市街地における
重要な移動手段であり、利用者数の推移を見ながら、運行ルートやダイヤの見直しを行っていく必要があ
る。

・各地区の公共交通の見直しの進捗をみながら、その見直しと一体的にあやめバスの運行ダイヤやルート
の見直し検討を進める。
・市内各高校への登下校のニーズや市内外出先（商業施設、医療機関等）への外出ニーズを把握すると
ともに、新発田駅等におけるコミュニティバス・路線バス・鉄道との乗継ぎ状況と運行ダイヤについて検証を
行い、見直しの検討を進める。
・商業施設へのアクセス改善を図るため、新栄町エリアの運行ルートの拡大について検討を進める。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

あやめバスの運行とダイヤ改正やルート変更等による利便性の向上

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

随時実施（ダイヤ改正やルート変更は運行内容の検証に応じて検討）随時実施（ダイヤ改正やルート変更は運行内容の検証に応じて検討）



目　標 3

施　策 5

事　業 5－2

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・あやめバスは、時間帯や乗車地によって利用の傾向が大きく異なるため、運行内容の検
証においては、通学や買い物、通院といった日常生活における移動ニーズについて、詳細
な分析を行う必要があります。
・それぞれの移動ニーズを把握するため、定期的に行うバス停別の乗降調査に加え、発着
地調査や利用者に対するアンケート、ヒアリング等を行います。

・中心市街地内の商業施設等立地の変化に伴う利用状況の変化について考察し、今後の運行見直しの
方向性や利便性向上策について検討した。
・令和5年7月と令和6年2月のそれぞれ3日間の全便調査を行い、今後の運行見直しの検討材料とした。

・あやめバスの主要な利用者層は高校生や高齢者となっており、これらの利用者のより一層の利用を促す
取組や運行内容の改善が必要となっている。

・高校生等の通学手段として利用してもらえるよう各地区の公共交通の見直しの状況をみながら、ニーズ
把握を行い、運行内容の改善について検討を行う。
・高齢化の進行や高齢運転者の免許返納支援の取組により高齢者の需要増加が考えられることから、各
地区の公共交通の見直しの状況をみながら、市街地内における高齢者の移動ニーズを把握していく。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

あやめバス利用者に対する移動ニーズ調査

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

優先的に検討優先的に検討



目　標 3

施　策 5

事　業 5－3

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画
（R01見直し）

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・あやめバスの沿線から離れた市街地の西側（新栄町、富塚町等）や東側（豊町、東新町
等）の地域で商業施設や住宅地の立地が進んでいることから、変化する移動ニーズへの対
応や新たな利用者の確保に向け、これらの地域を運行する新たなネットワークを検討しま
す。

新たなネットワークの構築に向けて、運行ルートの検討を開始した。

・高齢化が進む中、運行ルートの拡大を望む声がある。
・運行ルートの拡大に当たっては費用対効果の十分な検討が不可欠となるが、利用意向の適切な把握が
難しい。

・移動ニーズを把握し、新たなネットワークの検討に反映させる。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

あやめバスの新たなネットワークの検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

移動ニーズ調査の結果を踏まえて検討



目　標 3

施　策 5

事　業 5－4

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等 公共交通推進室

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 地域整備課

担当者 佐藤　憲明

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

パークアンドライドのあり方の検討

取組内容
・パークアンドライドについては、利用ニーズの状況や民間支援等の取組も含め、今後のあ
り方について検討を行います。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

　西新発田駅の北側駅前広場における乗降客送迎者の渋滞緩和のため、令和５年度に駅南側のロータ
リーを整備し、令和６年３月１日に供用開始となった。

取組における課題等

新発田駅、西新発田駅等の市内駅周辺において、市が駐車場を整備すると民業圧迫となる可能性があ
るため、今後、市が整備する予定はない。またイオンモールの駐車場を活用することもイオンと協議した
が、活用は難しいとのことであった。
今後は、鉄道を利用した都市拠点間のアクセス向上の手法としては、パークアンドライドの他に「キスアンド
ライド」、「バスアンドレイルライド」も検討し、市内各駅のポテンシャルを検証した方がよい。

今後の取組の方向性

当市の駅利用者は、通勤・通学で新潟市方面へ向かう人が多いことから、ターゲットを明確にし、全体的な
公共交通について、公共交通推進室が主となって議論し、今後の在り方を示すべきである。
具体的な整備内容の方向性が出てからでないと当課は対応できることがない。

利用ニーズの状況等に応じて検討利用ニーズの状況等に応じて検討



目　標 3

施　策 5

事　業 5－5

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 地域安全課

担当者 樋口　奈那

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

駐輪場の維持

取組内容
・交通拠点となる駅やバス停までの移動手段として自転車での利用も多いことから、利用し
やすい駐輪場を維持していきます。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

・市内駐輪場の自転車等整理業務
・各駐輪場における放置自転車の撤去・告示、通知業務（２回実施）
・新発田駅前駐輪場における違反駐輪の取り締まり
・佐々木駅前駐輪場照明器具撤去、中浦駅前駐輪場一部解体、月岡駅前駐輪場一部解体、新発田駅
前駐輪場一部LED照明取付け

取組における課題等

・各駐輪場施設の老朽化が懸念されるため、適宜点検等を実施し対策する。
・放置自転車の抑制対策

今後の取組の方向性

・各駐輪場施設の老朽化による点検、施設の修繕・補修等の実施。
・市内高校への駐輪場の利用及びマナー遵守についての呼びかけを実施。
・放置自転車撤去により駐輪スペースを確保し、適正利用及び駐輪場環境の維持・向上に努める。
・違反自転車の取り締まりを実施。
・委託業者へ駐輪場管理業務の周知を徹底する。

随時実施随時実施



目　標 3

施　策 5

事　業 5－6

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

今後の取組の方向性

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容
・交通結節点である新発田駅の利便性向上を図るため、公共交通との連携等により、賑わ
いのあるまちづくりを進める方策を検討します。

・電話での問い合わせが多い新発田駅から市役所までの行き方のほか、新発田城や蕗谷虹児記念館と
いった観光施設への最寄りバス停を紹介する、あやめバスのりばの案内ポスターを新発田駅構内に掲示し
た（継続）。

・新発田駅は、あやめバス・コミュニティバス・路線バス・鉄道など全ての公共交通が結節し、公共交通機
関相互の乗継ぎが図られる拠点となっていることから、待合環境の改善などの利便性向上が必要となって
いる。
・新発田駅ロータリー内や西新発田駅ロータリー内のバス停留所には、待合場所としてベンチが設置されて
いるものの、風除けがなく、天候の悪い時は不便を感じている利用者がいる。
・高齢者からは、電車からバス、バスから電車、バスからバスなどの乗り継ぎにおける待ち時間を楽しく過ご
せる「交流の場」が求められている。

・駅構内にある待合所をバス乗換えの際も気兼ねなく利用できるよう、引き続き、鉄道事業者に働きかけを
行う。
・新発田駅前で高齢者等が待合時間を活用して交流が図られるよう、「交流の場」創出の方向について、
関係課等と検討する。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

公共交通システムとの連携などの検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

駅の利用状況等に応じて検討



目　標 3

施　策 5

事　業 5－7

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等 新発田市観光協会

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 観光振興課

担当者 皆川　享淑

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

移動ニーズ調査の実施や市内観光施設を結ぶ周遊ルートの策定

取組内容
・観光客の利用実態や移動ニーズを把握し、月岡温泉や市内観光施設へのアクセス手段
の確保と観光周遊ルートの構築を図ります。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

月岡温泉周遊ライナー（交通拠点である新潟駅・新潟空港から月岡温泉や新発田市街地へ送客を行う
バス）と、ぶらさんシャトルバス（ＪＲ豊栄駅と月岡温泉間を運行するシャトルバス）を運行している。新潟空
港の時刻表やホームページに情報を掲載するとともに、チラシの作成などにより行い利用促進を図った。

取組における課題等

月岡温泉周遊ライナーは、令和４．５年度の催行率は約５０％に留まっており、コロナ禍前の令和元年度の
催行率約８０％の水準には回復していない。県や新潟空港と連携した広告宣伝など、一層の利用促進を
図るとともに、インバウンドにも対応可能なライナーとする必要がある。
また、令和５年度のぶらさんシャトルバスの利用実績は、約３１千人で過去最多となったが、市街地へのア
クセスがないため、観光誘客には結びついていない。

今後の取組の方向性

市街地観光地や月岡温泉の動態状況を把握するため、ビックデータ等を活用した人流データの分析を進
め、新潟空港や市外からのアクセスおよび利便性の向上を図り、ニーズに即した二次交通を確保する必要
がある。

随時実施随時実施



目　標 3

施　策 5

事　業 5－8

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等 新発田市観光協会、阿賀北8市町村

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 観光振興課

担当者 皆川　享淑

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

アクセス向上による都市拠点の形成強化

広域観光周遊ルートの策定

取組内容 ・阿賀北圏域で連携して広域観光周遊ルートを策定し、圏域の活性化を図ります。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

広域観光周遊ルートの一つとして、月岡温泉周遊ライナーに五頭温泉郷を加えたルートの検討を運行事
業者と進めた。

取組における課題等

９市町村それぞれの考えや狙いが異なり、また、コロナ禍以降、観光客のニーズも細分化されていることか
ら、再度意見交換を行い、観光客の利便性を向上させ、阿賀北圏域が選ばれる観光地となる必要があ
る。。

今後の取組の方向性

令和６年度の運行から、月岡温泉周遊ライナーに五頭温泉郷のルートを加え、新たな周遊ライナーを形
成する。運行後、利用者ニーズの把握に努め、より集客効果の高いルートの検討などを行う。

随時実施随時実施



目　標 3

施　策 6

事　業 6－１

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・通勤、通学をはじめ通院や買い物で市域を超えた移動は日常的にみられますが、人口
減少や高齢化といった社会情勢等の変化によって移動ニーズも変化しています。そのた
め、近隣市町との移動を支える公共交通として、次第浜線、中条線、佐々木稲荷岡循環
線、新谷線などの事業者バス路線の利用実態を把握し、地域の方が利用しやすいよう運
行経路や運行ダイヤ等の見直しを行います。

・令和5年11月開催された新潟広域都市圏連携事業（地域公共交通関連）に関する意見交換会におい
て、他市町村と情報共有を行い連携を図った。

民間事業者による広域的なネットワークの縮小が加速しており、市町村間の連携によるネットワーク強化の
取組が必要である。。

他市町村との連携を強化し、情報共有を図っていく。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

広域的な交通ネットワークの形成強化

近隣市町をつなぐ公共交通の見直し

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

優先的に実施



目　標 3

施　策 6

事　業 6－2

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画
（R04見直し）

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・聖籠町の循環バス「エコミニバス」は、新発田市の大型商業施設が並ぶ「コモタウン」に午
前午後1便ずつ乗入れており、そこで新発田市の市街地循環バス「あやめバス」に乗り換え
ることで両市町住民の通院や通学などの移動を円滑にしていますが、利用者の待合環境
や利用環境は十分とは言えません。そのため、定住自立圏構想の取組として、利用者の
一層の利便性向上を図るため、結節点である「コモタウン」にバス待合所を設置し、適切な
維持管理を行うとともに、実態把握を行い、乗継ぎダイヤの見直しを行います。

・聖籠町と新発田市を結ぶ「エコミニバス」について、「コモタウン前」で乗降する運行を継続した。

・各市町の公共交通の見直しの進捗状況をみながら、当該事業の検討を進める。

・連携事業の方向性について再検討が必要となっている。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

広域的な交通ネットワークの形成強化

交通結節点の待合環境の整備と乗継ぎダイヤの見直し［定住自立圏連携事業］

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

随時実施



目　標 3

施　策 6

事　業 6－3

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画
（H30見直し）

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・公共交通ガイドや位置情報システムといった情報発信の取組については、運行主体や自
治体により情報のアクセス先や情報量が異なることや、相互の連携が図られていないこと
から、広域的な移動における利便性が低くなっています。
・近隣市町も含めた地域全体の公共交通網の活性化や、市内外の移動の円滑化を図る
観点から、位置情報システムや公共交通ガイド等の情報発信の取組について、広域的な
実施を検討します。

・周辺市町と連携し、標準的なバス情報フォーマットを整備し、一部路線で経路検索に対応している。（継
続）

・広域的な移動の役割は主に鉄道が担っており、バスは地域⇔市街地、市街地間の移動が基本となって
いるため、近隣市町を含めた公共交通ガイド、位置情報システムの需要について見極める必要がある。

・定住自立圏構想の推進や広域的な公共交通の見直しの状況に応じて検討を行う。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

広域的な交通ネットワークの形成強化

広域的な公共交通ガイドや位置情報システムの検討

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

広域的な公共交通の見直しに応じて



目　標 3

施　策 6

事　業 6－4

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

連携課等 観光振興課、商工振興課、農林水産課

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

担当課等名 みらい創造課

担当者 髙橋　晶子

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

広域的な交通ネットワークの形成強化

羽越本線の高速化に向けた要望活動の実施やシンポジウムの開催支援

取組内容

・羽越本線の高速化促進や羽越新幹線の整備に向けて、周辺市町村と連携し、国や鉄道
事業者等に対する継続的な要望活動や、各沿線地域との連携を強化する羽越本線高速
化シンポジウム等の開催支援により、新発田駅を拠点とした沿線地域の広域的な交通ネッ
トワーク形成の強化を図り、地域の活性化につなげていきます。

実施スケジュール

令和5年度取組実績

○羽越本線高速化促進新潟地区同盟会参画事業
　・令和５年１０月、羽越本線高速化シンポジウムが秋田県・山形県の３地区共同で山形県鶴岡市で開催
され、沿線地域との連携強化を図った。
　・令和５年１１月、羽越本線高速化促進大会が東京都千代田区で開催され、白新線・羽越本線の高速
化に向け、関係省庁等へ要望活動を実施した。
○新潟県鉄道整備促進協議会
　・JRに対する利便性向上等に関する要望活動を実施した（白新線・羽越本線高速化等）。

取組における課題等

　平成30年度新潟駅連続立体交差事業第1期開業により新幹線・在来線同一ホーム乗り換えが実現し、
利便性向上による利用圏域の広がりが期待される中、市では白新線の複線化、県では羽越新幹線実現
への要望活動を継続している。
　しかし、要望に対するＪＲ東日本の回答として、実現には乗降客数の増加を前提条件としている中、乗降
客数増加に訴求する打開策が見い出せず、進展が見られない状況が続いている。。

今後の取組の方向性

・羽越本線高速化促進新潟地区同盟会事務局(新潟市)、新潟県鉄道促進協議会事務局(新潟県)と連
携して、啓発活動や、JR東日本・関係省庁への要望活動などの働きかけを行う。
・シェアオフィスへの企業誘致、観光誘客促進、地域農産物等の流通促進などの取組を通じ、沿線の各
地域をはじめとする交流人口・関係人口の増加を図る。

随時実施随時実施



目　標 3

施　策 6

事　業 6－5

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・県内都市間高速バスは、定時・速達性に優れ、地域間の通勤・通学等に欠くことができ
ない移動手段ですが、自家用車の普及など高速バスを取り巻く情勢及び事業者の厳しい
経営状況から減便・廃止が常態化しています。そのため、高速バスの利用状況把握や利
用促進策に関する調査、検討を実施し、関係市町と連携して、高速バスの維持や代替手
段の確保に向けた協議を行います。

・新潟広域都市圏は、平成28年12月16日に連携中枢都市宣言を行い、平成29年3月28日に連携協約
を締結、同日に都市圏ビジョンを公表した。連携中枢都市は新潟市で、連携市町村は三条市、新発田
市、燕市、五泉市、阿賀野市、胎内市、聖籠町、弥彦村、田上町、阿賀町（6市3町1村）、圏域人口は令
和6年4月1日現在で1,185,048人となっている。
・本事業を含む地域公共交通に関連する連携事業について、令和5年11月に新潟広域都市圏連携事業
（地域公共交通関連）として意見交換会を行った。

・当市に関連する県内都市間高速バスであった村上線が平成28年9月末で廃止されたため、実質的な連
携事業はなく、情報共有にとどまっている。

・各地域の活性化へとつながるような連携の方向性について、引き続き新潟市及び関係市町村と連携し、
検討を進めていく。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

広域的な交通ネットワークの形成強化

広域交通維持事業（県内都市間高速バス）［連携中枢都市圏連携事業］

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

随時実施随時実施



目　標 3

施　策 6

事　業 6－6

　※具体的に記載してください。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R０１ R０２ R０３ R０４ R０５

計画

実施スケジュール

新発田市地域公共交通網形成計画
進捗管理シート

取組内容

・複数市町村をまたがり運行されているバス路線は、地域間の通勤・通学・通院等、地域
住民の日常生活に欠かせない路線です。国や県の支援を受けながら維持を図っています
が、利用者の減少や事業者の厳しい経営状況から現在のサービスレベルを維持すること
が困難になってきています。そのため、利用状況把握や利用促進策に関する調査、検討
を実施し、関係市町と連携して、生活交通の維持確保に向けた協議を行います。

・新潟広域都市圏は、平成28年12月16日に連携中枢都市宣言を行い、平成29年3月28日に連携協約
を締結、同日に都市圏ビジョンを公表した。連携中枢都市は新潟市で、連携市町村は三条市、新発田
市、燕市、五泉市、阿賀野市、胎内市、聖籠町、弥彦村、田上町、阿賀町（6市3町1村）、圏域人口は令
和6年4月1日現在で1,185,048人となっている。
・本事業を含む地域公共交通に関連する連携事業について、令和5年11月に新潟広域都市圏連携事業
（地域公共交通関連）として意見交換会を行った。

・当市に関連する地域間幹線系統バス路線は、木崎線（万代シティ～新発田営業所）で、今現在の利用
状況から、直ちに国庫補助の要件を充足しなくなるなどの、路線の維持に向けた課題等はないが、引き続
き事業者や関係市町との情報共有等に努めていく必要がある。

・地域間幹線系統バス路線の維持に向け、引き続き新潟市及び関係市町村と連携し、取組を進めていく。

計画の位置付け

まちの変化に応じた公共交通

広域的な交通ネットワークの形成強化

生活交通維持事業（地域間幹線系統バス路線）［連携中枢都市圏連携事業］

令和5年度取組実績

担当課等名 公共交通推進室

担当者 渋谷　直樹

連携課等

取組における課題等

今後の取組の方向性

随時実施随時実施


